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1. はじめに 
 
 筆者はこれまでマレーシアの建築と生活空間に関心を持ってきた。 
マレーシアは多民族で構成される多様な社会でありイスラーム教を国教としている。
このような社会の建築、都市にみる多様性と調和を育む英知を探りたいと考えている。 
人は 1 人 1 人違い、社会集団、属している組織も様々だ。世界には様々な言語集団
があり、宗教集団がある。人々は１つの空間や都市をどのように共有できるのだろう
か。社会における多様性の持つ意味とは何か。それは社会を成り立たせるうえで、単に
困難を与えるだけだろうか。 
 本稿では、神戸ムスリムモスク（以下：神戸モスク）を対象にして、神戸の都市とし
ての多様性、様々な人々が空間や社会を共有する英知を見たい。またそれが身近な神
戸の街角にもあることに注目したい。（図１） 
 
 
 図 1 神戸モスク（筆者撮影）  
 
2. なぜ神戸だったのか 
 
2-1 戦前期のイスラーム社会 
神戸モスクは日本で初めて建てられたモスクだ。1935 年に建てられた。 
なぜ神戸の地が選ばれたのか。それには当時の神戸の港と街の繁栄があった。日本
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は地理的に極東と称される。モスクが建てられた昭和戦前期、日本から西欧諸国へは
船で数十日もかかった。距離や時間がかかるという事は大変なコストでもある。 
神戸で暮らした外国人の人々は遠路はるばる日本へ至った。イスラーム世界の中心
となる中東諸国からもとても遠い。これほど遠い場所まで海を渡り、そして住まいや
信仰の拠点となる施設、モスクを建てる必然性が神戸と言う土地にあったのだ。神戸
にはこの距離や時間、様々なリスクを超えても向かう価値があったということだろう。 
 東京には横浜港が造られ、大阪には神戸港が造られた。大都市と港は密接な関係が
ある。港には膨大な人、金、物が流れ込む世界にひらけた玄関口として機能する。この
ことは既存の生活者にとっても刺激的でもある。見たこともない人、お金、物資がどん
どん入って来る。一方、海外からもたらされるものは伝染病もあるだろう。多くの海港
都市では伝染病の影響は深刻で人々を脅かした。 
 モスクが作られた頃、船舶の大型化や高速化で、世界を旅するのに要する時間は短
くなっていた。そうなると旅も容易となりコストも下がる。 
それに、様々な理由も後押しした。その一つは政治情勢の変転だろう。1917 年のロ
シア革命もそうだ。中央ユーラシアに暮らしたタタールの人々もロシア革命から逃れ
東アジア方面にも移動し始める。一部の人は日本へも向かう。昭和の戦前期、日本のイ
スラーム教徒のうちタタール系の人たちが最大規模を占めた。 
 二つ目は植民地支配だ。英国は広大な植民地を有していた。英領になると植民地の
人もイギリスに定住し市民権を得る人が出る。植民地間の交易や人の交流が促される。
インド系でイギリスの市民権を持ち神戸で仕事をした人もいた。神戸にあるハッサム
邸（相楽園）のハッサムもインド系イギリス人だ。 
三つ目は、船舶の速度が早くなることにより企業が海外に出て行くのも容易になっ
た。加えて災害も一因になった。1923 年に関東大震災が起きた。横浜など関東地方に
住んでいた外国人が神戸に移住している。この中には多くのイスラーム教徒が含まれ
ていた。 
昭和戦前期、神戸は 100 万都市になっていた。このうち約１％が外国人であった。
神戸には最大で 600 人程度のイスラーム教徒が住んでいたと言われている。 
 
2-2 港と山手 
1935 年、神戸モスクが建てられた当時の神戸は日本一の港湾だった。我が国の主要
港湾の中でも神戸が圧倒的に優勢だった。造船業、製鉄業など様々な重工業が発展す
る。新しい都市、港湾を建設するために行政も様々な施策を試行した。一方で急激な開
発はその副作用も生じた。神戸のスラムにみる貧困の度合いは日本でもっとも過酷だ
ったとされる。これに対して賀川豊彦をはじめとする救貧活動も生まれた。 
 当時には、ほぼ現在の神戸の街の骨格はできていた。外国人を吸引しつつ開発が進
み建物が並ぶ。港を窓口にして、人・金・物が集まることで様々な民族・信徒が集り、
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新しい文化が浸透していく。神戸はコーヒー文化、ジャズ、ゴルフ、ハイキングが最初
期に日本に上陸し普及した街であるとされる。 
新しい都市景観も生まれる。多くの観光客が訪れる山手の洋館が建ち並ぶ地区の範
囲はモスクが建てられた頃はもっと広域だった。この多くは後の神戸大空襲により焼
かれてしまうのだ。山麓の地区、高架化が完了していた鉄道駅、居留地、港、これらを
結ぶために南北の目抜き通りトアロードが設けられていた。薬局や仕立屋などが建ち
並び、英語と日本語が併記された看板が掛けられた。 
神戸モスクはこのトアロードの近くに建築された。神戸の目抜き通りからすぐの眺
めの良い、海を見渡せる場所だ。これは当時の神戸に住んだイスラーム教徒の人々の
力を表しているだろう。 
そしてモスクの建設費はすべて信徒の寄付によって賄われた。寄付は国内に暮らし
た信徒からだけではなく、国境を越えて南アジアの人々からも寄せられた。 
モスクが建設されることに対して地元神戸からの期待もあったようだ。モスクが建
設された頃、国際情勢はきな臭さが増していた。日本企業の海外での事業環境も悪化
しはじめていた。神戸の政財界はイスラーム諸国との連携を強化することで、経済力
や貿易を保とうとした。モスクが神戸にあることで信徒の人々の街への親しみが増す
のも期待したのだろう。 
 
3．建築した人 
 
3-1 モスクの建築空間 
モスクは英語で、アラビア語のマスジッドが転じたものとされる。マスジットは、ひ
れ伏すという意味があり、神に向かってひれ伏すことを表す。イスラーム教徒にとっ
て聖地であるメッカの方角に礼拝をすることが、モスクに求められる基本的な機能だ。
メッカに向かう軸の事をアラビア語でキブラと呼ぶ。 
このキブラの方角、礼拝する信徒の正面にはミフラーブという壁龕が設けられる。
キリスト教会などでは聖像や聖壇が置かれているが、イスラーム教は偶像崇拝を行な
わないため何も置かれていない。ミフラーブの横にはミンバルという壇があり、イス
ラーム教の導師が登壇し説諭する場になっている。この２つが礼拝室の中に設置され
ている。イスラーム教は、信徒の間は平等で、礼拝者の位置に序列はない。（図 2） 
ところで、モスクの建築空間にはその大きさや形態に細かな定めはない。聖典であ
るコーランにも具体的に示されていない。モスクは世界各地にイスラーム教徒が旅を
し、利用するようになるのと同時に、様々な建築様式を受け入れて多様化していった。
質素な設えの建物もあれば国家が建設した巨大なモスクもある。 
モスク建築の特徴はドームとミナレットにあらわれる。ミナレットは塔で、機能と
して、例えば砂漠を旅する際、ミナレットがモスクの目印となる。東南アジアの集落で
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はモスクのミナレットから礼拝を呼び掛ける声が届く範囲が、村の範囲ともされてい
た。現在はスピーカーを通して呼び掛けられている。 
大きな平面を持つ礼拝空間を、柱なしで構成するうえではドームは有効な工法だ。
これにも様々な形が現れている。礼拝所の機能の原則を有しつつ、後の時代に至る過
程で、様々なデザイン要素が付加され、各地に伝播された。モスクの形は異文化と接
し、土地の文化を受け入れるとともに、時代ごとに変化していった。 
 
図 2 神戸モスクのドーム[左]、ミンバル[中]、ミフラーブ[右]（筆者画） 
 
たとえば筆者がよく訪問するマレーシアでも様々な形態のモスクがある。（図 3） 
各地には土地の伝統的な建築形態を取り入れたモスクもある。例えばマラッカにあ
る伝統的なモスクは礼拝室の上部は傾斜屋根でドーム型になっていない。東南アジア
の世界は海域を往来する人々が様々な文化を受け入れて生活し、各地にモスクを建て
た。在地の伝統的建築の形がモスクの建築形態に取り入れられたのだ。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 マレーシアにみる様々なモスクの例（筆者撮影） 
独立＝国立モスク 現代＝新行政首都のモスク
伝統的なモスク 植民地支配下のモスク
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イギリス領の時代はイギリス人建築家が活躍した。首都クアラルンプールのモスク
にはイギリス人技師が設計したものもある。イギリスが植民地支配するにあたり、一
方的にイギリスにある建築形態を持ち込むと文化的摩擦が起こることを懸念した。そ
こで現地の文化を彼らが解読したものが建てられた。特にムガールなどの文化を解読
し編み出していった。 
独立後のマレーシアは植民地支配の残滓を感じさせるものからの離脱を試みた。新
しく生まれた国家を表すべく、例えば国立モスクはイギリス人とマレーシア人の建築
家らが共同で設計した。直線と鋭角で構成される鋭敏な意匠だ。 
モスクは現在も進化を続けている。クアラルンプールに新しい行政首都が造られた
時に建てられたモスクは、より強く中近東の建築文化の影響を受けている。マレーシ
アは旧来より密接な関係にあるイギリスのみならず、中近東諸国とも関係を強めてい
る。モスクの建築の有様には時代性も現れている。 
 
3-2 建築家、施工者 
神戸モスクは 1935 年に建てられてから戦争などもあり残された史料が限られる。特
に建築については不明な点が多かった。例えば、タージマハルの建築に影響されたの
ではないか。インドから図面を持って来たのではとも信徒の皆さんの間で語られていた。 
神戸モスクの設計はヤン・ヨセフ・スワガーだとされる。彼はチェコ、プラハ近郊出
身でチェコの大学を卒業している。その後、ロシア革命により日本へ逃れて来た。施工
者は竹中工務店だった。 
調べてみると興味深い事がわかった。モスクを設計したスワガーはボヘミア出身。
プラハ工科大学（現チェコ工科大学）で土木工学、道路建設を修めた。ロシア革命によ
り東アジアに逃れ、来日し建築家アントニン・レーモンドの事務所で働いた。その後、
自ら横浜で建築設計事務所を設立し活躍した。日本で戦争が始まると南米に渡り聖職
者になった。生涯を通じて敬虔なカトリック信徒だった。ボヘミアから地球を東へ東
へと移動しつづけたのだ。 
ただ、彼の流浪の人生は、神戸でモスクを建てる際にも良い影響を与えたのではな
いか。スワガーの設計した建築はいずれも多様な表情を持っている。豊中のカトリッ
ク教会は外観が東洋的な雰囲気だが内部は日本の寺社のようにも見える。横浜のカト
リック山手教会はスワガーの代表的な建築物と言われている。（図 4） 
建築家にはそれぞれに一定の作風がある。これは建築家としての個性ともなり、ま
たセールスポイントにもなるだろう。一方、スワガーの建築のデザインは様々だ。その
場その場で施主の思いに応えつつ建築していく姿勢だったのではないか。これは彼に
は難しくなかったはずだ。彼は世界各地の様々な建築をその目で見ていたに違いない
からだ。 
加えて、スワガーが来日したのは 1923 年の関東大震災直後で、壊滅した関東の市街
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地を目撃したと思われる。関東大震災直後の横浜には多くの外国人建築家が活躍した。
復興景気への期待と、災害に強い新しい建築の構造を試した。 
来日直後は、同郷のアントニン・レーモンドの事務所で勤めていた。レーモンドは軽
やかな建築が特徴だった。一方で、スワガーは関東大震災の影響からか構造を軽くす
ることを恐れた。だからかスワガーの建築物は一見して柱も梁も太く床も厚い。この
ことで両者はそりが合わなくなる。スワガーがレーモンドの事務所を辞め事務所を独
立する理由の一つになっている。 
 
図 4 スワガーの日本での建築作品（筆者撮影） 
左：山手教会、右：豊中教会 
 
モスクを施工した竹中工務店は現在の大丸神戸店、神戸市立図書館などを施工して
きた名門建設会社だ。元は信長の普請奉行の流れにあり名古屋を拠点にしていた。 
明治になり神戸で新しい技術を試し新しい事業を開拓するために神戸を拠点にして
いった。新しい建築物を次々建て技術を洗練させていった。往時の宝塚大劇場、阪急梅
田駅のビルも竹中工務店の仕事だ。 
竹中工務店社内の建築家で社内の中枢を戦後まで担って来た人物、初代の建築設計
部長・鷲尾九郎はこれらの最前線に立った。神戸モスクの図面にも竹中工務店の名前
が残っており、鷲尾九郎の名前も残っている。 
神戸モスクの建築の過程では完成するまでに当初案があった。それは 1933 年に竹中
工務店が作成していた。これによると窓や飾りなどは、一見してキリスト教の教会の
ようにみえる。この当初案ができてから、そののちにスワガーが参画し、今のモスクの
形に描きかえられたと思われる。塔の部分は当時の植民地建築、東南アジアなどに見
られる建築物の意匠に似ている。様々な資料を参照されたと思われ、工夫されている
ことがわかる。明治以降、日本の建築界は西洋の建築のありかたを学ぶが、同時に東洋
にも関心が高まった。その中にはイスラーム文化圏の建築もあった。 
神戸モスクでも、モスクを設計する過程で窓やドームの形態に工夫がなされた。ミ
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ナレットもすっきりとした形となる様に設計の変更をしていった。こういった変更は
多くの国を知っていたスワガーにとっては腕の見せ所だっただろう。 
当初案と現況の図面を比べると、構造面でも現況の方が洗練されている。この事は
阪神淡路大震災の強震に耐えた理由の１つかもしれない。スワガーは腕の立つ技術者
であったが、途中参入したおりに竹中工務店の図面を基にして空間を洗練させていっ
た。また実務的にも竹中工務店が進めてきた様々な当局への申請などを、一からやり
直すことは時間的に不可能であったかもしれない。竹中工務店とスワガーの共同作業
により図面に丁寧に手が入れられ、よりよいモスクの空間を構築していった。（図 5） 
完成したモスクは神戸市民の目を引いたに違いない。生成りの明るい色の壁は街の
中では目立ち、遠く港からも見えただろう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 5 神戸モスクの空間（実測：2012 年） 
拙著『神戸モスク：建築と街と人』東方出版 2018 より 
 
4. 戦争、災害、開発：生きのびた理由 
 
 1941 年に戦争が始まり、1943 年モスクは海軍に接収される。戦時中は敵国の財産は
接収された。神戸の大空襲は日本の他の都市への空襲と比べても苛烈だった。多数の
人命が奪われた。6割に達する市街地が燃やされた。現在の三ノ宮駅周辺やモスクと同
じ地区にある教会は全焼している。1945 年 8 月 15 日に戦争が終わる。 
 この大空襲下、神戸モスクは無傷だった。終戦直後のモスクの写真を集めたが、モス
クの壁に炎が到達したような跡や燃え落ちた痕跡はない。屋上のドームのは木造の銅
板葺きだ。これは火焔に強くはない。なぜモスクは大空襲から生き残ることが出来た
のか。この理由を探したがわからなかった。当時の地元紙にもなぜモスクだけが燃え
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なかったのかと無傷の様がとりあげられていた。 
マレーシアの国際会議でこのことを話した時、出席者されていたイスラーム教徒の人
たちが「科学的な理由ではないが、見えない力が働いたとしか思えない」と感嘆していた。 
モスクは 1943 年に海軍に接収され、外国人も日本から出国し、終戦後はイスラーム
教徒も少なくなり、長い間モスクは静かなままであったらしい。 
 戦後、神戸モスクは変わることはなかった。もちろん戦争で焼かれなかったことは
大きい。また戦後、外国人の財産は連合国軍財産として管理された。このことで第三者
に渡ることがなかった点も重要だろう。 
モスクは建築時に寄付を集めた時、建物を建てる以外にいくつかの不動産を取得し
た。これで長期的な維持管理が確かになった。その中にハッサム邸もあり、神戸モスク
の所有物件として賃貸されていた。他にも異人館街には神戸モスクの財産があり、こ
の賃貸収入で維持管理ができる。ワクフという寄託財産を運用することで今に至って
いる。神戸モスクが、神戸大空襲、阪神淡路大震災でも壊れなかったことは意味深い。
何より一番大きなことは神戸の市街地の開発にも生き延びたことではないか。 
 戦中は神戸の人口は激減する。戦前に人口 100 万を誇った街も 40 万人程度まで減少
する。再び神戸が 100 万都市になるのは 1956 年、終戦から 11 年後である。周辺の町
村との合併を経て市街地が大幅に拡大した後のことである。 
神戸港は世界一の港として高度経済成長に追い風を得つつ、基幹産業として造船、
製鉄が活況を呈した。外国人の往来も増え、船乗りや商人がモスクで礼拝することも
増えた。日本と海外の関係が密になるに連れ、イスラーム教徒は増えていった。特に
1980 年代以降は著しく増え、1990 年代後半には観光客や留学生も増えた。 
 神戸は造船、製鉄などの産業を幹にして成長するが、その陰りは存外に早く表れは
じめた。日本各地に貿易港ができ、貿易総量は上がっても神戸の相対的価値が下がっ
た。それに新しい産業を興す際には低廉な土地が必要になるが神戸は平地が狭い。ま
た神戸には白物家電の生産拠点ができず、自動車産業も育たなかった。 
その兆しは早くから指摘されていて 1970 年代には都市の成長の方向として、ソフト
路線が模索されている。例えば 70 年代後半に NHK 連続ドラマ「風見鶏」が放映されて
いる。これと同時期に新幹線が開業し新神戸駅を経由した他地方からの観光客が増え
る。異人館街が注目され観光地として注目されるようになる。 
重厚長大産業から観光やファッション等の新しい産業分野が注目されたのだ。1981
年ポートピア博が開催された。神戸港に人工島が築かれた。インフラ整備を進めて先
進的な港湾を造り、新しいビジネスを展開していった。 
ソフト路線を目指すことで異国情緒が大きな経済力になるのではないかという期待
があった。焼け残った北野地区が1970年代後半に国が選定する街並み保存地区になり、
異国情緒を旗印としたソフト路線による神戸経済の期待を背負いはじめる。 
 1995 年に阪神淡路大震災が起きる。地震による被害で多くの人が亡くなった。この
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時も神戸モスクは無傷で生き延びている。モスクの周辺地区でも少なからず全壊して
いる建物もある。神戸モスクは活断層から近いが無傷だった。 
その上、震災後2ヶ月ほどはシェルターとしてイスラーム教徒の人が避難していた。
外国人の安否情報の交換の場にもなっていた。不幸にも震災ではイスラーム教徒の若
い留学生ともう 1人の 2名が亡くなられモスクでは葬送も執り行った。 
建築の堅牢さのみが貢献したとは思えないが、神戸モスクは当初案よりも完成した
ものは柱や梁が太くなっている。この構造の堅牢さはスワガーの貢献ととともに、こ
れを高品質に施工した竹中工務店の技術者らの仕事の成果だとみてよいだろう。 
 
5. 神戸：多元文化都市として  
 
 当時の神戸は極東にありながら世界中のイスラーム教徒を引き付ける魅力を持った
国際都市だった。街には様々な人が集まり、祈り、働き、学ぶ場であった。イスラーム
教の信徒の人々にとっても、モスクや生活環境のそろう暮らしやすい街であった。 
 このモスクが、戦争や震災からも生き残り、高度経済成長の都市開発の波に吞みこ
まれることなく残ったことは、信徒の人々の永年にわたる地道な維持管理の成果だろう。 
モスクを維持するには「真摯な信仰と卓越したビジネス能力の双方の知識が欠かせ
ない」との管理を永年担われた信徒の方の言葉はとても重いと思う。 
 神戸モスクの佇まいは、多元文化都市・神戸の本質をよく表していると思う。（図 6） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  図 6 神戸モスクのある町並み（筆者画） 
拙著『神戸モスク：建築と街と人』東方出版 2018 より 
 
 (2017 年 12 月 6 日、生活美学研究所本年度もてなし研究会における講演に基づく) 
コーディネーター 武庫川女子大学生活環境学部准教授 三 宅 正 弘 
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